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業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 16 年 5 月 17 日の決算発表時に公表した平成 17 年 3 月期
（平成 16 年 4 月 1 日～平成 17 年 3 月 31 日）の中間期及び通期の業績予想を下記のとおり修正

いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 
 
１． 当中間期の業績予想数値の修正（平成 16 年 4 月 1 日～平成 16 年 9 月 30 日） 
（１）連結業績予想 
                          売 上 高 経常利益 中間純利益 
前 回 発 表 予 想 （Ａ） １５，０００ △９５０ △５６０ 
今 回 修 正 予 想 （Ｂ） １６，０００ △９９０ △５３０ 
増 減 額 （Ｂ－Ａ） １，０００ △４０ ３０ 
増 減 率 （％） ６.７％ ― ― 
（ご参考） 
前期実績（平成15年9月中間期） 

１３，６６７ △１，２７６ △７６９ 

（金額の単位：百万円） 
 
（２）個別業績予想 
                          売 上 高 経常利益 中間純利益 
前 回 発 表 予 想 （Ａ） ６，５００ △３００ △１８０ 
今 回 修 正 予 想 （Ｂ） ９，５００ △１００ △８０ 
増 減 額 （Ｂ－Ａ） ３，０００ ２００ １００ 
増 減 率 （％） ４６.２％ ― ― 
（ご参考） 
前期実績（平成15年9月中間期） 

６，３３１ △３７３ △２４０ 

（金額の単位：百万円） 



 
（３）修正理由 
中間期個別業績の売上高につきましては，鉄道・道路用資材の納入が下期から繰り上が

ったことにより３０億円の大幅な増収となる見込みです。経常損益及び中間純損益につき

ましては，増収による増益等によってそれぞれ好転する見込みです。 
中間期連結業績の売上高につきましては，鉄道・道路用資材が増収となるものの橋梁の

完成が下期にずれ込むため１０億円の増収にとどまる見込みです。経常利益につきまして

は，鉄道・道路用資材が増収により増益となるものの橋梁の減収による減益により全体と

して若干悪化する見込みです。中間純損益につきましては若干好転する見込みです。 
 

 
２． 当通期の業績予想数値の修正（平成 16 年 4 月 1 日～平成 17 年 3 月 31 日） 
（１）連結業績予想 
                          売 上 高 経常利益 当期純利益 
前 回 発 表 予 想 （Ａ） ４４，５００ １，２００ ５００ 
今 回 修 正 予 想 （Ｂ） ４６，０００ １，１００ ４３０ 
増 減 額 （Ｂ－Ａ） １，５００ △１００ △７０ 
増 減 率 （％） ３.４％ △８.３％ △１４.０％ 
（ご参考） 
前期実績（平成 16 年 3 月期） 

４６，０４７ １，１０５ ４２７ 

（金額の単位：百万円） 
 
（２）個別業績予想 
                          売 上 高 経常利益 当期純利益 
前 回 発 表 予 想 （Ａ） ２２，５００ ６２０ ３００ 
今 回 修 正 予 想 （Ｂ） ２４，０００ ６２０ ３００ 
増 減 額 （Ｂ－Ａ） １，５００ － － 
増 減 率 （％） ６.７％ － － 
（ご参考） 
前期実績（平成 16 年 3 月期） 

２２，０２２ ５９１ ２９１ 

（金額の単位：百万円） 
 
（３）修正理由 
通期個別業績の売上高につきましては，鉄道・道路用資材の納入が翌年度から繰り上が

ることにより増収となる見込みです。経常利益及び当期純利益につきましては，増収によ

る増益並びに金融収支の改善はあるものの建築部門での追加コストの発生等によってほ

ぼ前回予想通りにとどまる見込みです。 
通期連結業績の売上高につきましては，個別業績予想と同様に鉄道・道路用資材の納入

が増加することにより増収となる見込みです。経常利益及び当期純利益につきましては，

鉄道・道路用資材の増収により増益となるものの建築部門での追加コストの発生等により

前回予想を若干下回る見込みです。 
 
なお，上記の予想数値は現時点での見込み数値であり，実際の業績は経済環境，事業環境等様々

な要素により変動する可能性があります。 
 

以 上 


